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参
議
院
東
日
本
大
震
災
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興
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び

原

子

力

問
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特

別

委

員

会

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
整
備
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
市
町
村
に
制
度
内
容
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
大
熊
町
大
川
原
地
区
以
外
に
も
制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
市
町
村
が
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、

活
用
の
前
提
と
な
る
除
染
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

二

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
地
域
の
特
性
に
即
し
て
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
復
興
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
、
必
要
に
応
じ
対
象
事
業
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
機
動
的
か
つ
柔
軟
な
執
行
が
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
基
金
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

住
民
の
帰
還
に
必
要
な
環
境
整
備
を
加
速
化
す
る
具
体
的
な
措
置
と
し
て
、
風
評
被
害
へ
の
対
策
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
等
公
共

交
通
機
関
の
早
期
復
旧
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
を
始
め
と
す
る
常
磐
自
動
車
道
の
整
備
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の

人
材
確
保
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
等
に
資
す
る
教
育
環
境
の
改
善
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
継
承
等
の
施
策
を
継
続
的
に
講
ず

る
こ
と
。

四

帰
還
環
境
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
の
移
住
・
定
住
の
促
進
に
係
る
施
策
を
講
ず
る
な
ど
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
自
律
的
で
持
続
的
な
社

会
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
。



五

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
始
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
を
早
期
に
具
体
化
す
る
た
め
、
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。
ま
た
、
同
構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
投
資
や
雇
用
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
規
制
緩
和
等
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

六

自
主
的
避
難
者
を
含
め
今
な
お
約
十
二
万
人
が
避
難
し
て
い
る
福
島
の
状
況
を
踏
ま
え
、
避
難
者
の
心
の
ケ
ア
、
高
齢
者

を
始
め
と
し
た
避
難
者
の
見
守
り
や
相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
ま
た
、
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
等
に
対
す
る
支
援
を
充

実
す
る
た
め
の
財
政
支
援
を
始
め
と
し
た
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七

鳥
獣
被
害
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
家
屋
、
農
地
の
荒
廃
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、
国
に
よ
る
鳥
獣
被

害
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

八

福
島
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
復
興
及
び
再
生
を
推
進
す
る
各
種
施
策
を
着
実
に
講
ず
る
た
め
、
平
成
二
十
八

年
度
以
降
の
復
興
支
援
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
長
期
か
つ
十
分
な
予
算
確
保
を
定
め
た
財
源
フ
レ
ー
ム
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
的
資
源
の
確
保
へ
の
支
援
措
置
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

九

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
税
制
上
の
特
例
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
災
害
に
伴
い
福
島
の
産
業
復
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
延
長
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


